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概要

本講演では Lp-空間 (p ∈ (1, 2))上のフーリエ変換の面白い性質についてお話しします。dxで R

上のルベーグ測度を表すことにします。
L1(dx)上のフーリエ変換は (係数の派閥はありますが)

Ff(ξ) =
∫
R

f(x)e2πixξdx

と定義され、これにより F : L1(dx) −→ L∞(dx)が定まります。
一旦これを S := { 急減少関数 R −→ C} へ制限してから拡張することで、ユニタリ作用素

F : L2(dx) −→ L2(dx)も得られます。そしてこれらの作用素ノルム ∥F∥L1→L∞ , ∥F∥L2→L2 はいず
れも 1でした。
するとリース・ソリンの補間定理から、p ∈ (1, 2)に対して F : Lp(dx) −→ Lp′(dx)が定まり、更
にその作用素ノルム ∥F∥Lp→Lp′ が 1以下であることが導かれます (p′ は pのヘルダー共役)。さて
ここで 1つの疑問が浮かびます。果たして ∥F∥Lp→Lp′ = 1なのでしょうか?
今回はこの問いに対する答えを与えるとともに、とてもユニークな証明手法を紹介します。
前提知識は学部 3回生ぐらいの

•測度論
•関数解析学の基礎
•フーリエ変換の基礎
•確率論の基礎

です (上の文章が大体分かれば十分だと思います)。
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